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は
じ
め
に

「
磐
井
の
乱
」
は
、北
九
州
の
豪
族
で
あ
る
磐
井
が
、ヲ
ホ
ド
大
王
（
継
体
天
皇
）
を
頂
点
と
す
る
ヤ
マ
ト
政
権
と
戦
っ
て
敗
れ
た
事
件
で
あ
る
。

本
報
告
に
与
え
ら
れ
た
課
題
は
、「「
グ
ロ
ー
バ
ル
権
力
」
と
し
て
の
ヤ
マ
ト
政
権
と
地
方
豪
族
」
で
あ
る
が
、
ヤ
マ
ト
政
権
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」

の
指
標
の
一
つ
と
し
て
、
地
方
支
配
制
度
の
形
成
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ヤ
マ
ト
政
権
の
地
方
支
配
制
度
の
中
心
は
国
造
制
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
先
に
筆
者
は
、
西
日
本
に
国
造
制
が
施
行
さ
れ
た
の
は
、「
磐
井
の
乱
」
を
契
機
と
し
た
六
世
紀
中
頃
に
求
め
ら
れ

る
と
述
べ
た）

1
（

。
こ
こ
で
は
、
改
め
て
「
磐
井
の
乱
」
後
に
注
目
し
、「
磐
井
の
乱
」
の
意
義
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

一
「
磐
井
の
乱
」
関
係
史
料
と
そ
の
信
憑
性

「
磐
井
の
乱
」
に
つ
い
て
、最
も
詳
し
い
記
事
を
載
せ
て
い
る
の
は
『
日
本
書
紀
』
で
あ
る
。
ほ
か
に
、『
古
事
記
』、『
筑
後
国
風
土
記
』
逸
文
（『
釈

日
本
紀
』
巻
十
三
所
引
）、『
先
代
旧
事
本
紀
』
巻
十
「
国
造
本
紀
」
な
ど
に
も
関
係
記
事
が
み
え
、
い
ず
れ
も
継
体
朝
の
出
来
事
と
し
て
伝
え
て

い
る
。
一
つ
の
事
件
に
つ
い
て
、こ
れ
だ
け
多
く
の
文
献
に
記
事
が
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
は
古
代
に
お
い
て
は
め
ず
ら
し
く
、「
磐
井
の
乱
」が
、

八
世
紀
以
降
の
人
々
に
も
大
き
な
事
件
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
ず
は
、
こ
れ
ら
の
関
係
記
事
を
掲
げ
て
お
こ
う
。

A
『
日
本
書
紀
』
継
体
天
皇
二
十
一
年
六
月
〜
二
十
二
年
十
一
月
条

廿
一
年
夏
六
月
壬
辰
朔
甲
午
、
近
江
毛
野
臣
、
率
二
衆
六
万
、一
欲
下
往
二
任
那
、一
為
二
復
興
建
新
羅
所
レ
破
南
加
羅
・

己
呑
、一
而
合
中
任
那
。上

於
是
、
筑
紫
国
造
磐
井
、
陰
謨
二
叛
逆
、一
猶
預
経
レ
年
。
恐
二
事
難
一レ
成
、
恒
伺
二
間
隙
。一
新
羅
知
レ
是
、
密
行
二
貨
賂
于
磐
井
所
、一
而
勧
防
二
遏

毛
野
軍
。一
於
是
、
磐
井
掩
二
拠
火
豊
二
国
、一
勿
二
使
修
職
。一
外
邀
二
海
路
、一
誘
二
致
高
麗
・
百
済
・
新
羅
・
任
那
等
国
年
貢
レ
職
船
、一
内
遮
下
遣
二



9

「磐井の乱」とその後

任
那
一
毛
野
軍
、上
乱
語
揚
言
曰
、
今
為
二
使
者
、一
昔
為
二
吾
伴
、一
摩
レ
肩
触
レ
肘
、
共
器
同
食
。
安
得
四
率
爾
為
レ
使
、
俾
三
余
自
二
伏
儞
前
、一
遂

戦
而
不
レ
受
。
驕
而
自
矜
。
是
以
、
毛
野
臣
、
乃
見
二
防
遏
、一
中
途
淹
滞
。
天
皇
詔
二
大
伴
大
連
金
村
・
物
部
大
連
麁
鹿
火
・
許
勢
大
臣
男
人

等
一
曰
、
筑
紫
磐
井
反
掩
、
有
二
西
戎
之
地
。一
今
誰
可
レ
将
者
。
大
伴
大
連
等
僉
曰
、
正
直
仁
勇
通
二
於
兵
事
、一
今
無
レ
出
二
於
麁
鹿
火
右
。一
天

皇
曰
、
可
。

秋
八
月
辛
卯
朔
、
詔
曰
、
咨
、
大
連
、
惟
茲
磐
井
弗
レ
率
。
汝
徂
征
。
物
部
麁
鹿
火
大
連
再
拝
言
、
嗟
、
夫
磐
井
西
戎
之

猾
。
負
二
川
阻
一

而
不
レ
庭
。
憑
二
山
峻
一
而
称
レ
乱
。
敗
レ
徳
反
レ
道
。
侮

自
賢
。
在
昔
道
臣
、
爰
及
二
室
屋
、一
助
レ
帝
而
罰
。
拯
二
民
塗
炭
、一
彼
此
一
時
。
唯

天
所
レ
贊
、
臣
恒
所
レ
重
。
能
不
二
恭
伐
。一
詔
曰
、
良
将
之
軍
也
、
施
レ
恩
推
レ
恵
、
恕
レ
己
治
レ
人
。
攻
如
二
河
決
。一
戦
如
二
風
発
。一
重
詔
曰
、

大
将
民
之
司
命
。
社
稷
存
亡
、
於
是
乎
在
。
勗
哉
。
恭
行
二
天
罰
。一
天
皇
親
操
二
斧
鉞
、一
授
二
大
連
一
曰
、
長
門
以
東
朕
制
之
。
筑
紫
以
西
汝

制
之
。
専
行
二
賞
罰
。一
勿
二
煩
頻
奏
。一

廿
二
年
冬
十
一
月
甲
寅
朔
甲
子
、
大
将
軍
物
部
大
連
麁
鹿
火
、
親
与
二
賊
帥
磐
井
、一
交
二
戦
於
筑
紫
御
井
郡
。一
旗
鼓
相
望
、
埃
塵
相
接
。
決
二

機
両
陣
之
間
、一
不
レ
避
二
万
死
之
地
。一
遂
斬
二
磐
井
、一
果
定
二
疆
場
。一

B
『
古
事
記
』
継
体
天
皇
段

品
太
王
五
世
孫
、
袁
本
杼
命
、
坐
二
伊
波
礼
之
玉
穂
宮
、一
治
二
天
下
一
也
。（
中
略
）
此
御
世
、
竺
紫
君
石
井
、
不
レ
従
二
天
皇
之
命
一
而
、
多
无
レ

礼
。
故
、
遣
二
物
部
荒
甲
之
大
連
、
大
伴
之
金
村
連
二
人
一
而
、
殺
二
石
井
一
也
。

C
『
筑
後
国
風
土
記
』
逸
文
（『
釈
日
本
紀
』
巻
十
三
所
引
）

筑
後
国
風
土
記
曰
、
上
妻
県
。
県
南
二
里
、
有
二
筑
紫
君
磐
井
之
墓
墳
。一
高
七
丈
、
周
六
十
丈
。
墓
田
南
北
各
六
十
丈
、
東
西
各
卌
丈
。
石

人
石
盾
各
六
十
枚
、
交
陣
成
レ
行
、
周
二
匝
四
面
。一
当
二
東
北
角
、一
有
二
一
別
区
。一
号
曰
二
衙
頭
一
〈
衙
頭
政
所
也
〉。
其
中
有
二
一
石
人
、一
縦
容

立
レ
地
。
号
曰
二
解
部
。一
前
有
二
一
人
、一
裸
形
伏
レ
地
。
号
曰
二
偸
人
一
〈
生
為
レ
偸
レ
猪
仍
擬
レ
決
レ
罪
〉。
側
有
二
石
猪
四
頭
。一
号
二
贓
物
一
〈
贓

物
盗
物
也
〉。
彼
処
亦
有
二
石
馬
三
疋
・
石
殿
三
間
・
石
蔵
二
間
。一
古
老
伝
曰
、
当
二
雄
大
迹
天
皇
之
世
、一
筑
紫
君
磐
井
、
豪
強
暴
虐
、
不
レ

偃
二
皇
風
。一
生
平
之
時
、
預
造
二
此
墓
。一
俄
而
官
軍
動
発
、
欲
レ
襲
之
間
、
知
二
勢
不
一レ
勝
、
独
自
遁
二
于
豊
前
国
上
膳
県
、一
終
二
于
南
山
峻
嶺
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之
曲
。一
於
是
、
官
軍
追
尋
失
レ
蹤
。
士
怒
未
レ
泄
、
撃
二
折
石
人
之
手
、一
打
二
墮
石
馬
之
頭
。一
古
老
伝
曰
、
上
妻
県
、
多
有
二
篤
疾
、一
蓋
由
レ
茲
歟
。

D
『
先
代
旧
事
本
紀
』「
国
造
本
紀
」
伊
吉
嶋
造
条

磐
余
玉
穂
朝
。
伐
二
石
井
従
者
新
羅
海
辺
人
一
天
津
水
凝
後
上
毛
布
直
造
。

問
題
は
、
こ
れ
ら
の
記
事
内
容
の
信
憑
性
で
あ
る
が
、
最
も
詳
し
い
A
の
『
日
本
書
紀
』
を
、
そ
の
ま
ま
事
実
の
伝
え
と
み
る
こ
と
が
で
き
な

い
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
二
十
一
年
八
月
朔
条
に
記
す
継
体
の
詔
と
物
部
麁
鹿
火
の
言
は
、『
芸
文
類
聚
』
を
利
用
し
た
作
文
で
あ

る）
2
（

。
つ
と
に
坂
本
太
郎
は
、
A
は
潤
色
が
著
し
く
、
B
の
『
古
事
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
程
度
の
こ
と
が
、
も
と
の
事
実
の
伝
承
で
あ
ろ
う
と
述

べ
て
い
る）

3
（

。
首
肯
す
べ
き
見
解
と
考
え
る
が
、
た
だ
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
作
文
が
な
さ
れ
た
の
か
、
ま
た
そ
の
作
文
か
ら
事
実
を
推
定
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
か
、
こ
れ
ら
の
点
は
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

ま
ず
、
A
に
よ
れ
ば
、「
磐
井
の
乱
」
は
、
継
体
二
十
一
年
（
五
二
七
）
に
は
じ
ま
っ
た
事
件
で
あ
り
、
そ
の
直
接
の
原
因
は
、
新
羅
に
破
ら

れ
た
南
加
羅
と

己
呑
を
復
興
す
る
た
め
に
「
任
那
」
に
派
遣
し
た
近
江
毛
野
臣
の
軍
を
、
磐
井
が
さ
え
ぎ
っ
た
た
め
と
さ
れ
る
。
三
品
彰
英
は
、

継
体
二
十
三
年
条
に
も
新
羅
の
南
加
羅
侵
攻
の
記
事
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
近
江
毛
野
臣
の
朝
鮮
派
遣
は
そ
の
後
の
こ
と
と
す
べ
き
で
あ
り
、「
磐

井
の
乱
」
と
毛
野
臣
の
派
遣
と
は
本
来
別
の
伝
え
で
あ
っ
た
も
の
を
、『
日
本
書
紀
』
編
者
が
結
び
つ
け
た
に
す
ぎ
な
い
と
し
た）

4
（

。
た
し
か
に
そ

の
可
能
性
は
高
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
し
か
し
、
新
羅
の
南
加
羅
へ
の
侵
攻
が
何
回
に
も
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
と
す
る
な
ら
ば）

5
（

、
毛
野
臣
の

派
遣
が
継
体
二
十
一
年
で
あ
っ
た
と
し
て
不
自
然
で
は
な
い
。
朝
鮮
半
島
に
渡
っ
て
か
ら
の
毛
野
臣
の
行
動
は
、
継
体
二
十
三
年
条
・
二
十
四
年

条
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
記
事
は
、
日
本
側
の
伝
え
だ
け
で
は
な
く
、『
百
済
本
記
』
に
も
基
づ
い
た
記
事
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
時
期
、
毛
野
臣
が
朝
鮮
半
島
に
派
遣
さ
れ
た
こ
と
は
事
実
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
A
に
は
、
新
羅
が
磐
井
に
賄
賂
を
送
っ
て
毛
野
臣
の
軍
を
さ
え
ぎ
る
よ
う
勧
め
た
と
も
書
か
れ
て
い
る
が
、
三
品
の
指
摘
の
と
お
り
で

あ
れ
ば
、
こ
れ
も
編
者
の
作
文
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
A
に
は
、
磐
井
は
毛
野
臣
に
対
し
て
「
今
為
二
使
者
、一
昔
為
二
吾
伴
、一
摩
レ
肩
触
レ
肘
、
共

器
同
食
。
安
得
四
率
爾
為
レ
使
、
俾
三
余
自
二
伏
儞
前
一
」
と
乱
語
揚
言
し
た
と
あ
る
が
、
磐
井
の
こ
の
よ
う
な
言
葉
が
『
日
本
書
紀
』
編
纂
段
階
に
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記
録
と
し
て
残
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
難
く
、
こ
れ
が
編
者
の
作
文
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、磐
井
が
ヤ
マ
ト
政
権
と
戦
っ
た
の
が
事
実
と
す
る
な
ら
ば
、新
羅
と
磐
井
が
結
ぶ
の
は
、き
わ
め
て
自
然
な
こ
と
と
い
え
よ
う
。
当
時
、

新
羅
は
、
ヤ
マ
ト
政
権
と
結
ん
で
南
部
伽
耶
地
域
へ
の
領
土
拡
張
を
進
め
て
い
た
百
済
に
対
抗
し
て
、
や
は
り
同
地
域
へ
の
進
出
を
は
か
っ
て
い

た
の
で
あ
る
。
新
羅
が
磐
井
に
賄
賂
を
送
っ
た
こ
と
や
、
磐
井
の
毛
野
臣
へ
の
乱
語
揚
言
は
編
者
の
作
文
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
作

文
を
し
た
の
は
、
磐
井
と
新
羅
が
結
ん
だ
と
い
う
事
実
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
た
め
、
と
考
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。

こ
の
点
に
関
し
て
注
意
さ
れ
る
の
は
、
D
の
「
国
造
本
紀
」
の
記
述
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
継
体
朝
に
、
磐
井
の
従
者
で
あ
る
新
羅
の
海

浜
人
を
伐
っ
た
人
物
（
あ
る
い
は
そ
の
後
裔
）
が
初
代
伊
吉
（
壱
岐
）
嶋
造
に
任
命
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
磐
井
と
新
羅
が
結
ん
だ
と
い
う

こ
と
は
、
事
実
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
毛
野
臣
の
派
遣
と
「
磐
井
の
乱
」
と
が
本
来
別
の
伝
え
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、「
磐
井
の
乱
」
と
、

朝
鮮
半
島
の
情
勢
や
、
ヤ
マ
ト
政
権
の
外
交
方
針
と
が
無
関
係
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

な
お
、
磐
井
の
毛
野
臣
へ
の
乱
語
揚
言
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
磐
井
の
中
央
出
仕
の
経
験
と
い
う
事
実
に
基
づ
く
と
い
う
見
方
も
あ
る）

6
（

。
稲
荷

山
古
墳
出
土
鉄
剣
銘
や
江
田
船
山
古
墳
出
土
大
刀
銘
か
ら
は
、
す
で
に
五
世
紀
後
半
の
ワ
カ
タ
ケ
ル
大
王
（
雄
略
天
皇
）
の
時
代
に
お
い
て
、
各

地
の
豪
族
が
中
央
に
出
仕
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
磐
井
が
そ
の
よ
う
な
経
験
を
持
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
可
能
性
は
否
定
で

き
な
い
。
し
か
し
、
右
の
記
述
は
、
磐
井
が
も
と
も
と
ヤ
マ
ト
政
権
に
従
属
し
て
い
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
、「
磐
井
の
乱
」
が
反
乱
で
あ
る
こ
と

を
強
調
し
よ
う
と
し
た
作
文
と
み
る
方
が
よ
い
と
思
う
。
こ
の
こ
と
は
、
A
に
お
い
て
の
み
磐
井
が
「
国
造
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
も
対
応

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
A
に
よ
れ
ば
、
磐
井
は
筑
紫
だ
け
で
は
な
く
火
・
豊
の
二
国
に
も
そ
の
勢
力
を
張
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
点
は
い
か
が
で
あ
ろ

う
か
。

磐
井
が
新
羅
と
結
ん
だ
の
が
事
実
で
あ
る
な
ら
ば
、
磐
井
の
勢
力
は
、
新
羅
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
磐
井
の
墓
に
つ
い

て
は
、
C
の
『
筑
後
国
風
土
記
』
逸
文
に
詳
し
い
記
事
が
あ
り
、
そ
の
墳
丘
規
模
や
墓
域
に
つ
い
て
の
記
述
の
ほ
か
に
、
東
南
隅
に
「
衙
頭
」
と

呼
ば
れ
る
別
区
が
あ
る
こ
と
、
そ
こ
で
裁
判
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
の
別
区
と
墳
丘
の
周
囲
に
は
多
く
の
石
造
物
が
立
て
並
べ
ら
れ
て
い
た
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こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
墓
に
該
当
す
る
の
が
、
福
岡
県
八
女
市
の
岩
戸
山
古
墳
で
あ
る）

7
（

。

岩
戸
山
古
墳
は
、
六
世
紀
前
半
の
築
造
と
制
定
さ
れ
る
全
長
約
一
四
〇
メ
ー
ト
ル
の
前
方
後
円
墳
で
あ
り
、
十
数
基
の
前
方
後
円
墳
と
三
〇
〇

基
ほ
ど
の
円
墳
か
ら
構
成
さ
れ
る
八
女
古
墳
群
中
の
最
大
規
模
の
古
墳
で
あ
る
。
ま
た
北
部
九
州
全
体
の
中
で
も
最
大
で
あ
り
、
こ
の
時
期
の
古

墳
と
し
て
は
、
畿
内
地
域
の
最
大
級
の
古
墳
に
比
べ
て
も
ひ
け
を
と
ら
な
い
。
墳
丘
の
東
北
部
に
は
方
形
の
平
坦
部
（
造
り
出
し
）
が
あ
り
、
C

に
い
う
「
衙
頭
」
に
相
当
す
る
。
そ
の
平
坦
部
や
墳
丘
か
ら
、
石
人
・
石
馬
・
石
靫
な
ど
の
石
造
物
が
多
数
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
C
の
記

述
と
対
応
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
石
造
物
は
、八
女
古
墳
群
中
の
石
人
山
古
墳
（
五
世
紀
代
の
築
造
と
推
定
さ
れ
る
全
長
約
一
一
〇
メ
ー

ト
ル
の
前
方
後
円
墳
）
や
岩
戸
山
古
墳
を
中
心
に
、
福
岡
・
大
分
・
佐
賀
・
熊
本
・
宮
崎
な
ど
の
各
県
の
古
墳
に
分
布
す
る
の
で
あ
る
。

柳
沢
一
男
は
、
八
女
古
墳
群
中
の
大
型
古
墳
を
は
じ
め
と
す
る
有
明
海
沿
岸
地
域
の
大
型
古
墳
に
は
、
石
人
・
石
馬
な
ど
の
石
造
物
に
加
え
て
、

阿
蘇
凝
灰
岩
製
の
横
口
式
家
形
石
棺
、
筑
肥
型
と
呼
ぶ
特
異
な
横
穴
式
石
室
と
い
う
共
通
し
た
要
素
が
み
と
め
ら
れ
る
と
し
、
こ
の
地
域
の
首
長

間
に
は
有
明
首
長
連
合
と
呼
ぶ
べ
き
広
域
の
政
治
的
結
合
が
あ
っ
た
と
し
て
い
る）

8
（

。
八
女
古
墳
群
の
造
営
集
団
が
、
岩
戸
山
古
墳
の
段
階
に
お
い

て
、
ひ
ろ
く
九
州
北
部
に
そ
の
勢
力
を
広
げ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
A
で
は
、「
磐
井
の
乱
」
鎮
圧
の
た
め
に
将
軍
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
の
は
物
部
麁
鹿
火
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
B
の
『
古
事
記
』
で
は
、「
物

部
荒
甲
之
大
連
」（
物
部
麁
鹿
火
）
と
、「
大
伴
之
金
村
連
」
の
二
人
が
遣
わ
さ
れ
た
と
さ
れ
る
点
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

B
程
度
の
こ
と
が
本
来
の
事
実
の
伝
え
と
す
る
坂
本
太
郎
の
見
解
に
従
う
な
ら
ば
、
事
実
と
し
て
は
、
大
伴
金
村
も
「
磐
井
の
乱
」
の
鎮
圧
に

派
遣
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
A
の
八
月
朔
条
に
記
さ
れ
る
物
部
麁
鹿
火
の
言
は
、「
在
昔
道
臣
、
爰
及
二
室
屋
、一
助
レ
帝
而
罰
」
と
あ
る
こ
と
か
ら

す
る
と
、
も
と
は
大
伴
金
村
の
言
と
し
て
作
文
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
道
臣
は
、
神
武
天
皇
東
征
の
際
に
先
導
役
を
務
め
た
と
さ
れ
る
大
伴
氏

の
祖
で
あ
り
、
室
屋
は
、
雄
略
天
皇
か
ら
武
烈
天
皇
ま
で
の
五
代
に
わ
た
っ
て
大
連
と
し
て
仕
え
た
と
さ
れ
る
大
伴
室
屋
の
こ
と
で
あ
る
。
坂
本

太
郎
は
、
こ
の
部
分
の
記
述
を
、
大
伴
氏
の
家
記
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
た
文
章
に
、
二
次
的
に
物
部
氏
の
立
場
か
ら
の
修
正
が
加
え
ら
れ
た
も
の

と
述
べ
て
い
る）

9
（

。
お
そ
ら
く
そ
の
と
お
り
で
あ
り
、
事
実
と
し
て
は
、
大
伴
金
村
と
物
部
麁
鹿
火
の
二
人
が
派
遣
さ
れ
て
磐
井
を
討
っ
た
の
で
あ

る
が
、
大
伴
氏
の
家
記
で
は
、
そ
れ
を
大
伴
氏
の
功
績
と
し
た
伝
え
に
な
っ
て
お
り
、『
日
本
書
紀
』
編
者
は
、
最
初
そ
れ
に
基
づ
き
、『
芸
文
類
聚
』
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「磐井の乱」とその後

を
利
用
し
た
文
章
を
作
っ
た
が
、
そ
の
後
さ
ら
に
、
物
部
氏
の
立
場
か
ら
、
麁
鹿
火
が
派
遣
さ
れ
た
と
い
う
よ
う
に
変
更
さ
れ
た
、
と
い
う
経
緯

が
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
A
で
は
、
物
部
麁
鹿
火
が
筑
紫
の
御
井
郡
の
戦
い
で
自
ら
磐
井
を
斬
っ
た
と
さ
れ
、
C
で
は
、
磐
井
は
豊
前
国
の
上
膳
県
に
逃
れ
て
そ

こ
で
死
ん
だ
と
さ
れ
る
点
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
A
は
、
物
部
麁
鹿
火
（
本
来
は
大
伴
金
村
）
の
活
躍
を
劇
的
に
描
く

そ
の
書
き
ぶ
り
か
ら
も
、
事
実
の
伝
え
と
は
考
え
難
い
。
ま
た
、
C
の
伝
え
も
、
逆
に
磐
井
の
立
場
か
ら
の
叙
述
と
い
う
面
が
あ
り
、
や
は
り
そ

の
ま
ま
事
実
の
伝
え
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

C
に
お
い
て
も
、
磐
井
は
「
豪
強
暴
虐
、
不
レ
偃
二
皇
風
一
」
と
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
、「
官
軍
」
が
急
に
攻
め
て
き
た
と
し
て
お
り
、
A
に
お

け
る
「
磐
井
の
乱
」
と
は
、
明
ら
か
に
異
な
っ
た
認
識
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
磐
井
を
見
失
っ
た
「
官
軍
」
が
腹
い
せ
に
石
人
の
手
や
石

馬
の
頭
を
打
ち
落
し
た
た
め
、
上
妻
県
の
人
に
篤
疾
者
が
多
い
と
い
う
の
は
、
風
土
記
編
纂
時
に
実
際
に
存
在
し
た
伝
承
と
み
ら
れ
る
が
、
こ
こ

に
も
、「
官
軍
」
に
対
す
る
反
発
や
、
磐
井
に
対
す
る
同
情
が
見
て
取
れ
る
で
あ
ろ
う
。「
磐
井
の
乱
」
の
実
際
の
経
過
は
、
不
明
と
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
な
お
、
C
の
伝
え
か
ら
は
、
磐
井
の
勢
力
が
豊
前
国
に
ま
で
お
よ
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
も
、
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
、
A
B
C
D
の
記
事
内
容
の
信
憑
性
に
つ
い
て
み
て
き
た
が
、
そ
れ
ら
を
総
合
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
磐
井
の
事
件
が
ヲ
ホ
ド
大
王
の
時

代
の
出
来
事
で
あ
っ
た
こ
と
、
磐
井
は
新
羅
と
結
ん
だ
こ
と
、
磐
井
の
勢
力
は
北
部
九
州
地
域
に
広
く
及
ん
で
い
た
こ
と
、
磐
井
が
ヲ
ホ
ド
大
王

側
（
ヤ
マ
ト
政
権
側
）
に
敗
れ
た
こ
と
、
磐
井
を
討
つ
の
に
大
伴
金
村
と
物
部
麁
鹿
火
が
派
遣
さ
れ
た
こ
と
、
な
ど
は
事
実
と
認
め
て
よ
い
で
あ

ろ
う
。

二
「
磐
井
の
乱
」
の
性
格
と
「
磐
井
の
乱
」
後

「
磐
井
の
乱
」
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
そ
の
研
究
が
本
格
化
し
た
一
九
五
〇
年
代
は
じ
め
頃
に
お
い
て
は
、
ヤ
マ
ト
政
権
に
対
す
る
反
乱
と
み

る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。「
磐
井
の
乱
」
の
背
景
に
は
、
ヤ
マ
ト
政
権
の
た
び
か
さ
な
る
朝
鮮
半
島
出
兵
の
た
め
に
負
担
を
強
い
ら
れ
て
き
た
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北
九
州
地
域
の
人
々
の
反
発
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る）

10
（

。
そ
し
て
そ
の
後
も
し
ば
ら
く
、
こ
の
よ
う
な
見
方
が
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
。

し
か
し
、
一
九
七
〇
年
代
中
頃
に
な
る
と
、「
磐
井
の
乱
」
を
反
乱
で
は
な
く
、
国
家
形
成
期
に
生
じ
た
国
土
統
一
戦
争
で
あ
る
と
す
る
見
解

が
提
唱
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
鬼
頭
清
明
は
、
日
本
に
お
け
る
民
族
の
形
成
の
端
緒
と
し
て
「
磐
井
の
乱
」
を
と
ら
え
、
吉
田
晶
は
、
磐
井
の

権
力
を
、
首
長
連
合
の
形
態
を
と
る
部
族
同
盟
の
最
高
首
長
で
あ
る
こ
と
を
基
礎
に
、
さ
ら
に
地
域
的
な
国
家
形
成
の
方
向
へ
歩
み
は
じ
め
た
段

階
に
あ
っ
た
と
し
た）

11
（

。
ま
た
山
尾
幸
久
は
、「
磐
井
の
乱
」
は
実
際
に
は
五
三
〇
年
に
起
き
、そ
れ
に
よ
っ
て
ヤ
マ
ト
政
権
に
権
力
移
動
が
行
わ
れ
、

新
し
い
大
王
（
欽
明
天
皇
）
の
も
と
で
磐
井
に
対
す
る
軍
事
的
勝
利
が
達
成
さ
れ
た
と
い
う
独
自
の
見
解
を
提
示
し
た）

12
（

。

そ
の
後
、
一
九
七
八
年
に
稲
荷
山
古
墳
出
土
鉄
剣
銘
が
発
見
さ
れ
、
五
世
紀
後
半
の
ワ
カ
タ
ケ
ル
大
王
の
段
階
に
は
、
い
ま
だ
氏
姓
制
・
部
民
制
・

国
造
制
・
屯
倉
制
な
ど
の
ヤ
マ
ト
政
権
の
支
配
制
度
は
、
そ
の
成
立
の
前
段
階
に
あ
る
と
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
ら
の
制
度
は
、
六
世
紀

に
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
と
す
る
見
方
が
一
般
的
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
、「
磐
井
の
乱
」
を
国
土
統
一
戦
争
と
す
る
見
方
と
対
応
し
、
ヤ
マ
ト

政
権
の
地
方
支
配
制
度
は
、「
磐
井
の
乱
」
を
契
機
と
し
て
成
立
し
た
と
の
見
解
が
有
力
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
筆
者
も
そ
の
よ
う
に
考
え
る
一

人
で
あ
る
。

「
磐
井
の
乱
」
当
時
に
お
け
る
磐
井
の
権
力
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
は
、
い
ま
だ
に
共
通
し
た
理
解
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
吉
田
晶
が

説
い
た
よ
う
に
、
単
な
る
地
域
首
長
連
合
の
最
高
首
長
と
い
う
地
位
は
超
え
つ
つ
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
磐
井
の
権
力
が
「
地
域
的
な

国
家
形
成
」
に
向
か
っ
て
い
た
と
す
る
点
に
は
問
題
も
あ
ろ
う
が
、
近
年
に
お
い
て
も
、
地
域
の
統
一
王
権
に
成
長
し
つ
つ
あ
っ
た
と
い
う
見
方

が
示
さ
れ
て
い
る）

13
（

。

吉
田
は
、
C
の
『
筑
後
国
風
土
記
』
の
裁
判
の
記
事
を
重
視
し
、「
衙
頭
」
に
お
い
て
罪
人
を
裁
く
と
い
う
描
写
を
、
磐
井
が
自
身
の
政
庁
に

お
け
る
裁
判
権
の
行
使
を
表
し
た
も
の
と
し
た
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
C
の
裁
判
の
記
述
は
、
あ
く
ま
で
「
別
区
」
の
様
々
な
石
造
物
を
説

明
す
る
風
土
記
編
者
の
作
文
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
磐
井
の
権
力
構
造
を
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
の
批
判
が
あ
る）

14
（

。
も
っ
と
も
な
批
判
で
あ
り
、

C
の
裁
判
の
描
写
に
つ
い
て
は
、
た
し
か
に
そ
の
と
お
り
で
あ
る
と
思
う
。
た
だ
、
そ
の
よ
う
な
「
別
区
」
を
有
す
る
と
い
う
特
徴
を
持
つ
岩
戸

山
古
墳
（
磐
井
の
墳
墓
）
の
存
在
自
体
は
、
他
の
首
長
墓
と
異
な
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
注
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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一
方
、「
磐
井
の
乱
」
後
に
こ
の
地
域
に
ヤ
マ
ト
政
権
の
地
方
支
配
制
度
が
施
行
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、『
日
本
書
紀
』
の
記
事
そ
の

も
の
か
ら
も
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
に
、「
磐
井
の
乱
」
後
に
国
造
制
が
施
行
さ
れ
た
と
考
え
る
に
あ
た
っ
て
注
意
さ
れ
る
の
は
、
A
の
最
後
に
「
遂
斬
二
磐
井
、一
果
定
二
疆
場
一
」

と
記
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
記
述
も
、
事
実
に
基
づ
く
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
A
の
記
事
を
作
成
す
る
段
階
で
の
作
文
で
あ
っ
た
可
能

性
が
高
い
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
作
文
が
な
さ
れ
た
の
は
、
磐
井
を
討
っ
た
の
ち
に
境
を
定
め
た
と
い
う
認
識
が
、
A
の
作
者
に
存
在
し
て
い

た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
記
紀
に
お
い
て
、
国
造
制
の
施
行
が
そ
の
国
造
の
国
（
ク
ニ
）
の
境
界
の
設
定
を
と
も
な
う
も
の
で
あ
っ
た
と
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。

E
『
古
事
記
』
成
務
天
皇
段

定
二
賜
大
国
小
国
之
国
造
、一
亦
定
二
賜
国
国
之
境
、
及
大
県
小
県
之
県
主
一
也
。

F
『
日
本
書
紀
』
成
務
天
皇
五
年
九
月
条

令
二
諸
国
、一
以
国
郡
立
二
造
長
、一
県
邑
置
二
稲
置
。一
並
賜
二
盾
矛
一
以
為
レ
表
。
則
隔
二
山
河
一
而
分
二
国
県
、一
随
二
阡
陌
一
以
定
二
邑
里
。一
因
以
東

西
為
二
日
縦
、一
南
北
為
二
日
横
。一
山
陽
曰
二
影
面
、一
山
陰
曰
二
背
面
。一

E
・
F
は
、
地
方
行
政
制
度
の
施
行
を
述
べ
た
記
事
で
あ
る
が
、
両
者
に
共
通
す
る
の
は
、
国
造
を
定
め
て
そ
の
国
の
境
を
定
め
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
（
F
に
「
造
長
」
と
あ
る
の
は
国
造
を
指
す
）。
お
そ
ら
く
、
E
・
F
に
共
通
す
る
こ
の
伝
え
は
、
記
紀
編
纂
段
階
に
お
い
て
す
で
に

存
在
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
E
（『
古
事
記
』）
は
、
そ
れ
に
県
主
の
こ
と
を
加
え
た
記
事
を
作
成
し
、
F
（『
日
本
書
紀
』）
は
、
稲
置
の
こ
と
を

加
え
た
記
事
を
作
成
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
成
務
天
皇
の
時
代
に
国
造
制
が
施
行
さ
れ
た
と
い
う
の
は
、
も
ち
ろ
ん
事
実
の
伝
え
と
は
考

え
ら
れ
な
い
が
、
記
紀
編
纂
段
階
に
お
い
て
、
国
造
制
の
施
行
が
そ
の
ク
ニ
の
境
界
の
画
定
を
と
も
な
う
も
の
で
あ
っ
た
す
る
認
識
が
存
在
し
て
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い
た
こ
と
は
、
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
磐
井
を
討
っ
た
の
ち
に
境
を
定
め
た
と
い
う
A
の
作
者
の
認
識
は
、
さ
ら
に
、
こ
の
認
識
に
基
づ
い
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

第
二
に
、『
日
本
書
紀
』
に
は
、
A
に
続
け
て
次
の
よ
う
な
記
事
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

G
『
日
本
書
紀
』
継
体
天
皇
二
十
二
年
十
二
月
条

筑
紫
君
葛
子
、
恐
二
坐
レ
父
誅
、一
献
二
糟
屋
屯
倉
、一
求
レ
贖
二
死
罪
。一

「
磐
井
の
乱
」
の
後
、
磐
井
の
子
の
葛
子
に
よ
っ
て
糟
屋
屯
倉
が
献
上
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
こ
の
記
事
の
信
憑
性
は
ど
の
よ
う
に
判

断
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

糟
屋
は
律
令
制
下
の
筑
前
国
糟
屋
郡
に
相
当
す
る
地
名
で
あ
り
、
糟
屋
屯
倉
は
、
博
多
湾
岸
に
所
在
し
た
屯
倉
と
考
え
ら
れ
る
。
磐
井
の
本
拠

地
は
、
岩
戸
山
古
墳
（
八
女
古
墳
群
）
の
営
ま
れ
た
筑
後
川
流
域
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
糟
屋
屯
倉
は
本
拠
地
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
に

置
か
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
磐
井
の
勢
力
が
北
部
九
州
に
広
く
及
ん
で
い
た
こ
と
や
、
磐
井
と
新
羅
が
結
ん
だ
こ
と
が

事
実
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
磐
井
が
博
多
湾
岸
に
勢
力
を
伸
ば
し
、
そ
こ
に
外
交
上
の
拠
点
を
設
置
し
た
の
は
当
然
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

磐
井
の
子
の
葛
子
が
贖
罪
と
し
て
献
上
し
た
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、「
磐
井
の
乱
」
後
、
磐
井
が
設
置
し
た
外
交
上
の
拠
点
（
糟
屋
屯
倉
）
が
、

ヤ
マ
ト
政
権
側
の
手
に
移
っ
た
こ
と
は
事
実
と
み
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
こ
の
点
に
関
し
て
注
意
さ
れ
る
の
は
、『
日
本
書
紀
』
宣
化
天
皇
元
年
（
五
三
六
）
条
の
次
の
記
事
で
あ
る
。

H
『
日
本
書
紀
』
宣
化
天
皇
元
年
五
月
朔
条

詔
曰
、
食
者
天
下
之
本
也
。
黄
金
万
貫
、
不
レ
可
レ
療
レ
飢
。
白
玉
千
箱
、
何
能
救
レ
冷
。
夫
筑
紫
国
者
、
遐
邇
之
所
二
朝
届
、一
去
来
之
所
二
関
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門
。一（
中
略
）
故
、
朕
遣
二
阿
蘇
仍
君
、一〈
未
レ
詳
也
。〉
加
運
二
河
内
国
茨
田
郡
屯
倉
之
穀
。一
蘇
我
大
臣
稲
目
宿
禰
、
宜
下
遣
二
尾
張
連
、一
運
中
尾

張
国
屯
倉
之
穀
、上
物
部
大
連
麁
鹿
火
、
宜
下
遣
二
新
家
連
、一
運
中
新
家
屯
倉
之
穀
、上
阿
倍
臣
、
宜
下
遣
二
伊
賀
臣
、一
運
中
伊
賀
国
屯
倉
之
穀
。上

修
二
造
官
家
、
那
津
之
口
。一
又
其
筑
紫
肥
豊
、
三
国
屯
倉
、
散
在
二
懸
隔
。一
運
輸
遥
阻
。
儻
如
須
要
、
難
二
以
備
一レ
率
。
亦
宜
下
課
二
諸
郡
一
分
移
、

聚
二
建
那
津
之
口
、一
以
備
二
非
常
、一
永
為
中
民
命
。上
早
下
二
郡
県
、一
令
レ
知
二
朕
心
。一

こ
れ
は
、
那
津
官
家
を
設
置
し
て
各
地
の
屯
倉
の
穀
を
運
ば
せ
た
と
い
う
記
事
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
、
記
事
内
容
の
信
憑
性
が
問
題
と
な
る
。

こ
の
詔
の
最
初
に
、「
食
者
天
下
之
本
也
。
黄
金
万
貫
、
不
レ
可
レ
療
レ
飢
。
白
玉
千
箱
、
何
能
救
レ
冷
」
と
あ
る
の
は
、『
漢
書
』
景
帝
紀
に
基
づ
く

表
現
で
あ
り）

15
（

、
H
は
『
日
本
書
紀
』
編
纂
段
階
の
作
文
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
記
事
内
容
の
す
べ
て
が
、
事

実
と
異
な
る
作
文
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

ま
ず
、
那
津
官
家
が
ヤ
マ
ト
政
権
の
外
交
上
の
拠
点
で
あ
っ
た
こ
と
は
、『
日
本
書
紀
』
斉
明
天
皇
七
年
三
月
庚
申
条
に
、
百
済
救
援
軍
派
遣

の
拠
点
と
し
て
「
娜
大
津
」（「
長
津
」）
の
名
が
み
え
る
こ
と
か
ら
も
、
事
実
と
認
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。　

次
に
H
の
前
半
部
分
（「
朕
遣
二
阿
蘇
仍
君
一
」
か
ら
「
那
津
之
口
」
ま
で
）
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
宣
化
天
皇
自
身
、
阿
蘇
仍
君
を
遣

わ
し
て
河
内
国
茨
田
郡
の
屯
倉
の
穀
を
運
ば
せ
、
蘇
我
稲
目
に
は
、
尾
張
連
を
遣
わ
し
て
尾
張
国
の
屯
倉
の
穀
、
物
部
麁
鹿
火
に
は
新
家
連
を
遣

わ
し
て
新
家
屯
倉
の
穀
、
阿
倍
臣
に
は
伊
賀
臣
を
遣
わ
し
て
伊
賀
国
の
屯
倉
の
穀
を
運
ば
せ
る
こ
と
を
命
じ
、
那
津
の
口
に
官
家
を
造
ら
せ
た
と

い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
部
分
は
、
記
事
内
容
が
具
体
性
を
有
し
て
お
り
、
何
ら
か
の
原
資
料
に
基
づ
い
た
記
述
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
阿
蘇
仍

君
に
注
し
て
「
未
レ
詳
也
」
と
あ
る
こ
と
も
、
こ
の
部
分
が
編
者
の
作
文
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

物
部
麁
鹿
火
が
派
遣
し
た
新
家
連
は
、『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』
に
孝
徳
朝
の
天
下
立
評
の
時
、
新
家
連
阿
久
多
が
度
会
の
山
田
原
に
屯
倉
を
立

て
督
領
と
し
て
仕
え
た
と
あ
り
、
ま
た
『
太
神
宮
諸
雑
事
記
』
に
度
会
郡
少
領
と
し
て
新
家
連
公
人
丸
の
名
が
み
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
の
ち
に

伊
勢
国
度
会
郡
の
郡
領
氏
に
な
っ
た
一
族
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
新
家
屯
倉
は
、
の
ち
の
伊
勢
国
壱
志
郡
内
に
置
か
れ
た
屯
倉
と
考
え
ら
れ

て
お
り
、
郡
内
に
は
式
内
社
の
物
部
神
社
も
存
在
す
る）

16
（

。
伊
勢
国
と
物
部
氏
と
の
関
係
は
、『
日
本
書
紀
』
雄
略
十
八
年
八
月
戊
申
条
の
物
部
目
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に
よ
る
伊
勢
の
朝
日
郎
討
伐
の
話
や
、
継
体
二
十
三
年
三
月
是
月
条
に
百
済
に
派
遣
さ
れ
た
人
物
と
し
て
「
物
部
伊
勢
連
父
根
」
の
名
が
み
え
る

こ
と
、
ま
た
安
閑
天
皇
元
年
閏
十
二
月
条
の
物
部
尾
輿
に
よ
る
伊
勢
国
の
贄
土
師
部
の
献
上
の
記
事
な
ど
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ

し
て
、
阿
倍
臣
と
伊
賀
臣
に
つ
い
て
も
、
大
彦
命
を
祖
と
す
る
同
系
の
氏
と
い
う
関
係
が
あ
り）

17
（

、
蘇
我
稲
目
と
尾
張
連
と
の
間
に
も
、
地
縁
に
基

づ
く
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る）

18
（

。
H
の
前
半
部
分
の
記
事
内
容
の
信
憑
性
は
、
高
い
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

次
に
H
の
後
半
部
分
（「
又
其
筑
紫
肥
豊
」
以
下
）
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
筑
紫
・
肥
・
豊
三
国
の
屯
倉
の
穀
も
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
一

部
を
割
い
て
那
津
屯
倉
に
集
め
さ
せ
、
非
常
の
備
え
に
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
前
半
部
分
に
比
べ
る
と
具
体
性
に
乏
し
い
が
、
記
事
内
容
は
前

半
部
分
に
続
く
も
の
で
あ
り
、
一
定
の
事
実
を
伝
え
た
記
述
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

糟
屋
屯
倉
と
那
津
官
家
と
の
関
係
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
那
津
官
家
も
博
多
湾
岸
に
所
在
し
た
の
で
あ
り
、
ヤ
マ
ト
政
権
は
、
糟
屋
屯
倉
を

手
に
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
博
多
湾
岸
に
外
交
上
の
拠
点
を
建
設
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
ヤ
マ
ト
政

権
に
よ
る
北
九
州
を
窓
口
と
し
た
外
交
権
の
掌
握
は
、
磐
井
と
の
戦
い
に
勝
利
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、G
の
葛
子
に
よ
る
屯
倉
献
上
の
記
事
は
、磐
井
が
討
た
れ
た
の
ち
も
、磐
井
の
一
族
が
滅
亡
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

葛
子
と
い
う
名
は
、
G
の
記
事
に
の
み
登
場
す
る
名
で
あ
り
、『
日
本
書
紀
』
編
者
が
作
成
し
た
名
と
は
考
え
難
い
。
葛
子
が
磐
井
の
子
（
族
長

位
の
継
承
者
）
で
あ
る
と
い
う
の
も
、
事
実
に
基
づ
く
伝
え
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

八
女
古
墳
群
に
お
い
て
は
、
岩
戸
山
古
墳
の
の
ち
も
前
方
後
円
墳
の
造
営
が
行
わ
れ
て
お
り
、
八
女
古
墳
群
の
造
営
集
団
は
、「
磐
井
の
乱
」

後
も
さ
し
て
そ
の
勢
力
を
縮
小
す
る
こ
と
な
く
存
続
し
て
い
た
と
い
う
指
摘
も
あ
る）

19
（

。
磐
井
が
A
に
お
い
て「
筑
紫
国
造
磐
井
」と
書
か
れ
る
の
は
、

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、「
磐
井
の
乱
」
が
反
乱
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
意
図
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、

の
ち
に
一
族
が
筑
紫
国
造
職
を
世
襲
し
た
こ
と
に
基
づ
く
遡
称
と
い
う
面
も
あ
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

「
磐
井
の
乱
」
は
、
ヤ
マ
ト
政
権
に
と
っ
て
は
、
制
度
を
と
も
な
う
形
で
の
地
方
支
配
を
進
展
さ
せ
、
外
交
権
を
一
元
的
に
掌
握
し
た
と
い
う

大
き
な
意
義
を
有
し
た
事
件
で
あ
っ
た
。
一
方
、
磐
井
の
一
族
（
八
女
古
墳
群
の
造
営
集
団
）
に
と
っ
て
は
、
磐
井
が
討
た
れ
た
の
ち
も
地
域
に

お
け
る
支
配
的
地
位
を
維
持
し
、
そ
の
後
は
筑
紫
国
造
と
し
て
、
ヤ
マ
ト
政
権
の
一
端
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
勢
力
範
囲
は
筑
紫
に
限
定
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さ
れ
、
ヤ
マ
ト
政
権
の
臣
下
に
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
あ
る
が
、
筑
紫
の
ク
ニ
と
い
う
範
囲
に
お
い
て
は
、
そ
の
支
配
的
地
位

が
制
度
的
に
保
障
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

註（
1
）　

拙
著
『
日
本
古
代
国
造
制
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
六
年
。

（
2
）　

日
本
古
典
文
学
大
系
『
日
本
書
紀
』
下
、
三
六
頁
頭
注
一
。　

（
3
）　

坂
本
太
郎
「
継
体
紀
の
史
料
批
判
」（『
国
学
院
雑
誌
』
六
二―

九
、一
九
六
一
年
。
坂
本
太
郎
著
作
集
第
二
巻
『
古
事
記
と
日
本
書
紀
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
八
八
年
、
所
収
）。

（
4
）　

三
品
彰
英
「「
継
体
紀
」
の
諸
問
題
」（『
日
本
書
紀
研
究
』
二
、一
九
六
六
年
）。

（
5
）　

田
中
俊
明
『
大
加
耶
連
盟
の
興
亡
と
「
任
那
」』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
二
年
。

（
6
）　

長
洋
一
「
磐
井
の
乱
」（『
古
代
を
考
え
る　

磐
井
の
乱
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
一
年
）。

（
7
）　

森
貞
次
郎
「
筑
後
国
風
土
記
逸
文
に
み
え
る
筑
紫
君
磐
井
の
墳
墓
」（『
考
古
学
雑
誌
』
四
一―

三
、一
九
五
六
年
）。

（
8
）　

柳
沢
一
男
「
岩
戸
山
古
墳
と
磐
井
の
乱
」（『
継
体
王
朝
の
謎
』
河
出
書
房
新
社
、
一
九
九
五
年
）。

（
9
）　

坂
本
太
郎
「
纂
記
と
日
本
書
紀
」（『
史
学
雑
誌
』
五
六―
七
、一
九
四
六
年
。
坂
本
太
郎
著
作
集
第
二
巻
『
古
事
記
と
日
本
書
紀
』
前
掲
、
所
収
）。

（
10
）　

藤
間
生
大
『
日
本
民
族
の
形
成
』
岩
波
書
店
、
一
九
五
一
年
。
林
屋
辰
三
郎
「
継
体
・
欽
明
朝
内
乱
の
史
的
分
析
」（『
立
命
館
文
学
』
八
八
、一
九
五
二

年
）。
門
脇
禎
二
「
磐
井
の
反
乱
」（『
世
界
史
に
お
け
る
ア
ジ
ア
』
岩
波
書
店
、
一
九
五
三
年
）
な
ど
。

（
11
）　

鬼
頭
清
明
「
日
本
民
族
の
形
成
と
国
際
的
契
機
」（『
大
系
日
本
国
家
史
』
一
、東
京
大
学
出
版
会
、一
九
七
五
年
）。
吉
田
晶
「
古
代
国
家
の
形
成
」（『
岩

波
講
座　

日
本
歴
史
』
二
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
五
年
）。

（
12
）　

山
尾
幸
久
『
日
本
国
家
の
形
成
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
七
年
。

（
13
）　

伊
藤
循
「
筑
紫
と
武
蔵
の
反
乱
」（『
古
代
を
考
え
る　

継
体
・
欽
明
朝
と
仏
教
伝
来
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
）。

（
14
）　

岡
田
精
司
「
風
土
記
の
磐
井
関
係
記
事
に
つ
い
て
」（『
神
々
の
祭
祀
と
伝
承
』
同
朋
舎
出
版
、
一
九
九
三
年
）。

（
15
）　

日
本
古
典
文
学
大
系
『
日
本
書
紀
』
下
、
五
八
頁
頭
注
四
。
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（
16
）　

同
右
、
五
八
〜
五
九
頁
頭
注
一
九
。

（
17
）　
『
日
本
書
紀
』
孝
元
天
皇
七
年
二
月
丁
卯
条
に
、「
大
彦
命
、
是
阿
倍
臣
・
膳
臣
・
阿
閉
臣
・
狭
々
城
山
君
・
筑
紫
国
造
・
越
国
造
・
伊
賀
臣
、
凡
七
族

之
始
祖
也
」
と
あ
る
。

（
18
）　

加
藤
謙
吉
『
蘇
我
氏
と
大
和
王
権
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
三
年
。

（
19
）　

佐
田
茂
「
筑
後
地
方
に
お
け
る
古
墳
の
動
向
」（『
古
文
化
論
攷
』
鏡
山
猛
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
会
、
一
九
八
〇
年
）。
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